
「田原市産業会館」の 

指定管理者候補者の選定について 
 

1. 施設の名称及び所在地 

  名 称 田原市産業会館 

  所在地 田原市赤石二丁目１６番地２ 

 

2. 指定管理者候補者 

団体名 田原市商工会 

代表者 髙崎 雄三 

所在地 田原市田原町倉田１０番地の２ 

 

3. 任意指定の理由 

  別紙のとおり 

 

4. 審査結果 

田原市指定管理者選定審査会における審査の結果、評価項目に対する評価点の総合計を採

点合計とし、採点合計が満点の半分以上の得点を得、かつ、委員が不適当とした項目がなか

ったため、当該申請者が指定管理者の候補者として適当であると判断しました。 

 [審査結果] 

評  価  項  目 配 点 評価点 不適当項目 

１．基本的な考え方 

(1) サービス提供に当たっての基本的な考え
方 

30 点 24 点 無 

(2) 施設の管理運営に関する基本的な考え方 60 点 50 点 無 

２．事業計画 

(1) 事業計画の具体性・実現性 60 点 46 点 無 

(2) 自主事業計画について 30 点 16 点 無 

(3) 施設の維持管理について 60 点 42 点 無 

(4) 業務水準の向上について 60 点 44 点 無 

(5) 要望・苦情等への対応 30 点 21 点 無 

(6) 安全管理及び危機管理について 30 点 22 点 無 

(7) 人員・責任体制及び人材育成について 30 点 20 点 無 

３．施設経営に関する事項 

(1) 経費の適正執行及び経費節減の取組み 30 点 21 点 無 

(2) 提案金額の評価 60 点 56 点 無 

４．事業実績及び能力 

(1) 財務経営状況について 30 点 18 点 無 

(2) 類似施設の運営実績 60 点 38 点 無 

５．その他 

(1) 関係機関との連携 30 点 23 点 無 

合   計 600 点 441 点 無 



5. 選定委員 

区 分 氏   名 備考 

会 長 鈴木 亨 会長 

副会長 鈴木 洋充 田原市総務部長 

委 員 大羽 浩和 田原市企画部長 

委 員 千賀 達郎 田原市商工観光部長 

委 員 竹田 聡 愛知大学地域政策学部教授 

委 員 立岩 祐幸 立岩公認会計士事務所所長 

 

                                    

6. 指定期間 

令和８年 9 月１日から令和１1 年３月３１日（2 年 7 か月間） 

  ※田原市議会令和８年第２回定例会（令和８年６月）での審議を経て、議決を経た場合に指定

管理者に指定されます。 

 

7. 選定の経緯 

募集期間   令和８年１月１３日から令和８年２月２０日まで 

申請書類の提出    令和８年２月１８日 

指定管理者選定審査会 令和８年４月２０日 

 

 

  



別紙 

 

任意指定選定理由書 

 

 田原市産業会館は、中小企業者の経営の安定・向上、雇用機会創出、創業・スタートアップ支援

などを総合的に推進するため、内閣府の新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）

を活用し整備を進めている施設です。 

 本施設は令和８年９月開館予定で、中小企業者等が気軽に利用できる交流サロンやコワーキン

グスペース、会議室の貸出機能を備えた施設とする予定です。立地としても、三河田原駅から近

く、市内外の企業のマッチング創出にも期待できる施設であると考えます。そのように幅広い企業

者の利用を見込む中で、指定管理者としては、中小企業支援等に精通した団体を置き、身近な立

場から訪れた市内中小企業者に対し支援ができる体制を整えることで、各企業の事業改善、向上

が期待されます。 

田原市商工会は、中小企業支援、創業者支援、地域商工業振興、金融支援、相談業務等を行

う地域産業支援の中核組織です。本施設の設置目的である中小企業者の経営の安定・向上等を

実現するためには、商工会が有する専門性・経験・ネットワークが不可欠と考えます。 

本施設には、田原市商工会の入居が予定されており、施設内に常駐することで、経営相談、伴

走型支援等といった支援を、迅速かつ一体的に提供可能となります。 

以上のとおり、田原市商工会による管理運営が本施設の目的達成に最も資するものであり、公

募によらず任意指定とすることは合理的かつ妥当であると考えるため、田原市商工会を、田原市

産業会館の指定管理者として任意指定したいものです。 


